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れ
を
代
表
す
)
充
足
が
其
欲
些
の
強
度
に
及
ぽ
す
影
響
に
t

る
乙
と
は
人
の
背
ポ
ノ
る
所
な

b
o

子
す
J
或
推
定
V
L

向
y

り
て
所
間
利
用
曲
線
を

(
c
g
q

然
る
に
此
推
論
法
は
直
に
取
て
以
て
枇
舎
に
膝
期
す
可

2
3
ω
)
作

b
之
れ
仁
封
ず
る
財
の
存
花
品
位
如
何
に
よ

b
て
…
ら
ヂ
。
顕
胞
な
く
柿
経
な
き
枇
舎
は
欲
墜
を
戚
性
ホ
J
O

従

限
界
利
用
を
定
め
之
れ
を
以
て
凡
て
の
総
論
の
根
擦
と
な
一
て
個
人
に
於
け
る
如
き
『
利
用
尚
総
』
を
有
す
る
能
は
安
、

し
方
一
悦
と
な
す
。
此
に
於
て
か
普
人
以
之
等
の
別
論
、
が
個
…
粧
品
曾
内
の
財
は
個
人
文
聞
の
下
に
あ
F

り
て
共
個
人
の
欲
法

人
そ
調
立
の
即
位
ー
と
す
る
唱
の
な
る
を
見
る
o

何
ー
に
な
れ
一
に
従
て
充
用
せ
ら
る
o

異
欲
刊
誌
の
内
界
如
何
を
間
以
ポ
/
欲

ば
唯
個
人
の
み
能
く
欲
・
訟
を
戚
ホ

J

る
乙
之
を
得
可
け
れ
ば
…
望
を
戚
b
之
れ
が
充
足
を
計
る
主
…
燃
は
個
人
に
し
て
社
合

ιん
O

同
時
に
限
界
利
用
叉
は
償
般
を
論
甘
ん
と
せ
ば
誠
一
に
非
ム
ァ
。
故
に
市
坊
に
於
け
る
凡
て
の
常
一
裂
は
之
れ
を
悩

…
枇
舎
の
府
闘
が
如
何
に
各
個
人
間
仁
叶
分
配
せ
ら
れ
あ
る
か
を
一
人
的
の
者
な
-bと
云
ふ
乙
と
を
得
。
、
唯
一
つ
殿
密
な
る
滋

駿
せ
旬
。
る
可
ら
み
恥
ノ
、
悲
し
限
界
利
用
拡
個
人
が
有
し
得
る
…
味
に
於
て
舵
合
的
欲
望
と
稲
し
得
可
を
者
あ
か
o
共
は
滋

別
別
の
最
に
依
6
而
し
て
是
以
叉
符
入
、
か
依
て
以
て
財
&
符
…
織
的
仁
金
一
枇
舎
に
依
て
主
張
品
川
、
ら
る
h
欲
躍
に
し
て
共
産

11
を
一
段
の
資
力
に
依
る
者
な
れ
ば
な

J

り
o
普
人
は
先
づ
一
一
枇
舎
の
場
合
仁
一
於
て
費
税
せ
ら
る
、
替
の
之
な

b
o
此
場

制
人
の
欲
望
を
研
究
せ
ず
心
可
ら
ホ
ノ

O

次
に
個
人
の
宮
を
一
令
仁
拡
多
少
複
雑
な
る
関
係
は
生
ヂ
可
し
E
C
雌
吋
枇
合
的

先
ら
合
る
可
ら
-
-
ヂ
o

邸
も
告
人
の
掛
究
は
個
人
を
以
て
出
…
利
用
尚
線
も
従
て
一
枇
合
償
位
な
る
者
あ
る
と
と
め
附
個
人
仁

絞
t
w
c
る
す
-
り
も
d

る
な
よ
り
J

此
研
究
絵
に
依
て
五
日
人
ほ
誠
一
封
ず
る
個
人
債
依
の
如
し
o
然
れ
共
共
産
祉
合
以
外
に
一
於

裂
、
点
粉
、
λ
明
暗
代
債
な
る
簡
を
著
者
以
制
認
の
即
日
門
的
…
て
は
只
個
人
の
欲
盟
、
需
要
俊
値
及
d
其
相
互
作
用
(
山
口
け
'

W
サ
り
安
扱
償
鉱
の
如
を
窓
に
周
ふ
ふ
乙
?
と
投
獄
す
可
し
。

H

m

H

去
に
o
と
あ
る
の
み
'o
便
宜
の
問
題
と
し
て
吋
一
般
的
箭

編
勝
者
附
註
)
従
て
財
貨
分
配
、
各
個
所
得
の
関
係
。
財
の
一
袋
曲
線
』

(
m
m
B
E
r
g
g仏

n
尽
く
と
あ

t
?と
な
ず
は
可

量
と
代
僚
と
の
関
係
を
知
る
o

而
し
て
此
方
弘
の
誤
ら
合
な
β
と
艇
、
其
以
個
人
的
曲
線
よ
J

り
鈎
立
し
て
存
症
せ
る

様

営 、

雑

路

一
方
の
戦
争
上
の
権
利
に
反
鈍
し
て
其
郵
敵
倒
を
援
助
す

る
一
の
犯
邦
行
潟
と
な
せ
る
結
果
封
鎖
港
反
者
以
或
は
之

を
ぬ
け
肢
と
な
し
、
戒
は
之
を
死
刑
に
廃
し
た
か
?
と
雌
も
、

今
日
に
於
て
は
斯
か
る
思
却
は
)
援
し
、
中
立
闘
人
民
は

其
舶
舶
を
以
て
封
鎖
憾
と
交
泌
す
る
の
自
由
を
有
す
る
と

岡
崎
に
交
戦
者
は
戦
争
務
上
の
椛
利
と
し
て
其
出
入

ε妨

げ
之
を
捕
獲
す
る
乙
之
を
得
る
に
過
ぎ
歩
。
従
て
封
鎖
の

建
反
は
決
し
て
闘
際
会
法
上
の
犯
罪
仁
唱
非
常
J
O

叉
必
・
ボ
J

し
港
建
反
者
本
闘
終
上
の
犯
罪
に
が
も
非
公
る
を
以
て
封
鎖

街
破
の
蝋
員
は
須
ら
く
解
放
せ
ら
る
可
を
が
も
の
な
よ
ツ
と
な

3
る
h

に
事
一
れ
よ
り
0

左
れ

F
若
し
容
紛
の
匁
め
必
要
あ
る

t

と
を
は
一
時
彼
等
を
抑
留
し
終
可
を
は
一
般
に
認
め
ら
る

る
所
な
よ
リ
0

(

終
)

88 

4
 • 1

 • e
 

旬、
. ， 電

巴. 

it--

-
b
i

，&s' 

昌
弘
宮
島
氏

?
の
斗
↑

，.，、i .、メ
‘'ι 

1 
3・

‘ A ， 

、'.， 1 >、 1 ‘，.
、

‘ ， 

111' ，、‘
t 

‘. ，・ _"，-;也ム f ‘ 。 、， :1"♂
ー ーュ ー一 J 、， I 

89 

鈴

闘 い

枇
曾
僚
備
の
概
会
，

政
治
科
小
泉
信
一
一
一

(
木
年
一
一
月
後
行

O
B
ユq
q
m
O
R
宣
伝

何

n
o自
民
的
勺
一
切
-
N
H
ω

心
ω
N

ヨ
セ
フ
ジ
ュ
ム
ペ

j

タ
1
氏
の
所
説
一
一
一
回
調
書
ゐ
間
報
告
)

目

次

-
一
、
純
理
研
府
知
の
方
・
訟
は
個
人
的
な
り
一
一
、
祉
曾
債
依
の
繊
念
の
怠
筏

一
一
一
、
川
同
僚
依
の
概
念
最
安
ぴ
器
智
子
L
然
観
的
見
営
破
b

回
、
代
償
論
E
一
枇
曾
償
般
の
概
念
と
の
予
係
五
、
一
件
説
，

vd''rォ
レ
ス
、
ワ
ル
ラ
等
以
後
所
潟
圧
統
感
、
仮
に
野
ナ

る
新
感
涙
の
純
理
経
憐
壊
は
個
人
債
依
b
e・
論
、
内
レ
て
耽
令
偲

依
宮
山
一
一
口
は
も

d
bし
が
近
潟
市
、
漸
く
患
者
の
一
枇
合
俄
侃
の
概
念

を
説
く
者
出
で
(
グ
一
ア

i
グ
殊
に
然
L
リ
」
一
般
の
泳
認
を

得
ん
と
す
。

W
か
"
も
誕
の
概
念
に
蚤
て
ば
米
、
だ
周
到
な
る

定
義
を
見
、
d

る
を
以
て
之
れ
が
異
義
と
共
総
務
単
組
織
上

の
地
位
と
営
論
ホ
ノ
る
は
興
味
あ
一
る
た
仁
腐
す
、
本
論
の
目

的
亦
貨
に
設
に
あ
よ
り
0

つ
先
づ
特
に
官
ふ
可
を
は
純
理
ヘ
総
務
阪
市
)
研
究
は
個

人
的
方
絵
に
依
る
と

E
之
れ
な
よ
リ
ρ

近
来
の
感
者
以
誕
の

， 
を.

一一一口近
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5
3大

、雑

∞
者
に
非
ホ
/
践
儲
引
な
る
粧
舎
償
債
の
概
念
と
は
今
一
然
相
異
る
社
合
的
使
用
償
低
怨
t
り
)
と
の
設
の
脅
否
之
な
E
リ
0

替
の
な

b
o

物
の
償
値
を
定
り
る
者
は
会
機
と
し
て
ハ
ゴ
枇
舎
な
t
り
と

二
、
上
渇
す
る
所
に
よ
y
り
非
共
産
枇
舎
に
於
て
は
赴
舎
は
種
々
の
意
味
に
於
て
異
じ
し
ゃ
セ
リ
グ
マ
y
兵
の
詳
論

債
依
の
概
念
仁
-
明
瞭
臼
然
な
る
意
義
の
附
し
難
色
を
日
ル
b
k

す
↓
心
所
な
t
り
o

若
し
償
値
な
る
認
が
交
換
償
他
生
意
味
せ

f

り
o
一
氏
仁
混
ん
で
此
概
念
が
如
何
仁
使
用
3
れ
大
る
か
bι

ば
其
は
勿
論
附
単
一
の
個
人
仁
非
ポ
，

f

し
て
凡
て
の
者
の
行
潟

験
し
以
て
其
性
質
t
f
」

重

要

と

を

明

に

せ

ん

。

が

定

υる
所
な
・
・
9
0
只
此
場
合
に
於
て
も
個
人
欲
望
の
総

多
く
の
感
者
は
例
へ
ば
生
産
交
換
分
間
(
少
く
宅
後
の
一
回
一
恩
、
が
之
れ
を
定
め
歩
し
て
自
利
必
及
ば
分
間
状
態
に
従
〈

二
者
)
を
一
個
人
仁
〈
行
び
得
、
c
る
の
故
を
以
て
之
れ
を
一
作
用
す
る
各
個
の
欲
望
之
れ
を
決
す
る
者
な
ん
/
O

然
れ
共

枇
合
的
過
程
I
f
一
呼
ば
、
此
滋
味
仁
川
於
て
は
代
債
は
切
か
…
今
吾
人
の
問
題
と
す
る
は
枇
合
償
低
を
多
少
濁
立
せ
る
者

仁
一
枇
令
的
現
象
な

b
と
処
す
が
如
く
、
個
人
の
相
瓦
作
用
一
と
し
て
思
考
し
得
ぺ
き
や
否
や
の
鮎
之
れ
な
よ
り

0

而
し
て

或
叫
以
種
々
の
一
枇
合
的
影
響
&
特
に
強
く
古
川
ω
、
一
枇
合
償
健
一
之
れ
は
個
人
の
守
利
用
尚
一
線
』
岩
〈
は
限
界
利
用
は
変
換
な

の
概
念
、
ど
之
れ
tι

関
脇
せ
し
め
て
用
ふ
る
乙
と
あ
ん
ノ
O

然
…
を
問
の
み
彼
自
身
に
依
て
定
め
ら
れ
、
一
日
一
変
換
後
生
す

れ
共
之
れ
甚
だ
無
用
の
事
に
し
て
純
飽
論
の
個
人
的
な
る
…
る
や
其
人
の
評
僚
は
中
市
場
に
て
該
財
に
換
へ
て
得
ぺ
念
財

予
と
を
否
定
す
る
乙
1
し
能
は
歩
。
草
に
個
人
間
の
相
互
作
一
の
如
何
、
朗
九
他
人
の
該
財
に
釣
ず
み
欲
的
ふ
の
加
何
ヤ
ト
出

用
、
相
互
関
係
と
共
結
果
と
を
示
す
の
み
o

一
て
影
響
せ
ら
れ
著
し
く
幾
化
す
と
の
事
変
之
、
個
人
は
其

以
上
の
議
論
拡
異
訟
を
容
れ
診
る
も
の
よ
伯
ヂ
o
依
て
…
欲
墜
に
闘
し
意
識
的
に
叉
無
意
識
的
に
他
人
の
夫
れ
t
f
一日比

次
仁
此
概
念
の
最
も
重
一
裂
な
る
応
用
を
緋
究
す
可
し
o
其

F

較
し
之
れ
を
模
倣
す
(
所
畑
間
続
行
は
此
漉
例
役
一
部
す
)
と
の

膝
用
と
は
如
何
o
火
口
へ
て
臼
く
ご
)
寸
物
の
償
値
を
定
む
事
賓
と
に
依
て
支
持
せ
ら
る
o

此
の
如
く
祉
合
的
影
轡
は

る
に
は
個
人
に
非
歩
し
て
一
社
舎
な
t
り
し
(
ニ
)
「
交
換
伎
鑑
は
個
人
的
需
要
個
人
的
利
用
を
支
配
す
れ
共
番
人
が
現
壮
令

;
3
3司法司
1
3
3
3
a割
33314114431jire--ヨ
3
ヨ
ヨ
ヨ
司
君
鼠
封

3
3
3
3
3
3
1
1
3
3通
話
通
ヨ
ヨ
沼
環
器
司
遭
遇
苦

言
邸
主
主
主
基
答

r

主

E
W
E
-
5
5主
主
主
主
主
主
住
主
要
-E一E
5
5
5
F
F起訴
E
L
f
-
E
E桜
台
長
主
計
持
館
一
接
結
露
持
恕
銭
持
続
料

i
i
f
r
F勧
義
襲
撃
苦
長
官
説
塾
長
i
l
f
v
L
Sア

震
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る
に
於
け
純
潔
の
碗
究
は
正
に
此
個
人
的
需
姿
、
個
人
的

利
用
を
扱
操
と
せ
合
る
可
ら
歩
。
此
如
・
9
」
吐
舎
に
於
て
「
一
位

舎
が
評
促
す
し
と
一
千
か
は
比
聡
仁
過
ぎ
ふ
と
英
は
個
人
の
・
相

互
作
用
と
一
万
ふ
lr・
殆
ど
同
議
か
ゆ
る
を
以
て
俄
令
謬
れ
F-?ζ

一
五
ふ
可
ら
歩
主
ず
る
も
準
一
覧
無
用
の
統
文
る
を
党
れ
-JYo

刊
し
て
枇
舎
が
償
催
、
ど
決
定
す
る
者
と
せ
ば
物
の
交
換

償
位
以
枇
命
的
使
用
慣
値
な
よ
り
と
一
流
ふ
乙
と
を
得
可
し
o

H

l
ド
ベ
ル
ト
ス
は
此
見
解
を
持
し
市
坊
に
て
代
償
、
が
代

表
す
る
交
換
償
値
は
同
b
財
が
共
産
一
般
合
仁
於
て
付
せ
ら

る
可
を
僚
伎
に
同
b
I
ζ

一五へ
J

り。

-
セ
リ
グ
マ
ン
兵
は
之
を
説
明
し
て
日
く
「
悶
憾
は
各
個

人
の
港
開
却
を
比
較
せ
る
後
例
へ
ば
一
簡
の
林
織
の
快
乏
の

不
満
足
以
胡
桃
一
筒
の
快
乏
の
夫
れ
に
三
倍
ず
る
乙
と
を

義
兄
ナ
o
h償
低
は
祉
合
的
限
界
利
用
の
表
象
な
・
う
し
よ
」
則
市

し
て
同
時
J
h
w
o

之
れ
共
産
一
般
舎
に
於
て
拡
然

b
と
雌
非
共
産

枇
舎
に
於
て
は
次
の
如
を
候
件
あ
る
を
知
ら
も
d

る
可
ら
ポ
J

(
コ
枇
命
日
各
局
が
其
欲
的
ふ
を
お
以
表
ず
る
治
め
命
日
合
し
、

而
し
て
共
欲
M
A
は
各
人
の
資
力
如
何
じ
関
係
な
く
同

様
に
取
扱
は
る
1
h

乙
と

、‘乙よ」

(
一
ニ
)
分
配
の
原
則
が
雨
一
枇
舎
に
於
て
同
一
な
る
乙
と

(
一
)
に
閥
心
で
は
伐
に
略
述
せ
ιリ
ot
而
し
て
自
利
必
に

従
ふ
各
人
の
海
援
仁
依
て
ほ
泊
る
生
産
が
枇
曾
れ
や
一
憾
の
統
一

的
生
産
I
ζ

異
な
る
限
ウ
ヘ
ニ
)
の
依
件
は
充
、
食
コ
れ
ヂ
。
非

共
産
一
位
舎
に
於
て
は
分
配
は
欽
標
高
虫
丸
3nvよ
の
原
則

に
由
る
宅
共
産
枇
曾
に
於
て
は
嬰
求
へ
り
向
。
印
仏
)
の
原
則
仁

依
t
り
或
は
俄
ぶ
同
b
く
敷
松
の
原
則
に
依
る
と
ず
る
も
前

者
に
於
て
は
人
が
所
有
す
る
生
産
働
凶
の
殊
棋
に
依
ん
後

者
に
於
て
舷
人
自
ら
の
数
程
r
L

依
る
も
の
な
る
が
放
に
以

上
の
総
件
は
悉
く
安
現
当
れ
も
ロ
る
な
よ
り
o

故
に
創
b
て
は
く
一
個
の
枇
合
償
値
を
以
て
が
が
ノ
く
の
個

人
俊
伎
に
代
ら
し
め
ん
と
す
る
は
比
輸
に
渇
ぎ
ず
。
而
し

て
此
比
喰
は
非
共
産
枇
舎
に
於
け
る
償
催
、
代
償
、
所
得

が
ん
て
銃
定
の
官
の
分
間
に
依
て
支
配
せ
ら
る
、
が
斜
め

甚
た
し
く
事
貨
と
法
相
0

・
わ
る
も
の
な
ム
ツ
O

一
世
人
以
万
一
に
分

胞
の
問
題
を
論
b
て
此
事
、
ど
鐙
せ
ん
。

一
一
一
、
今
や
祉
合
償
位
紛
の
最
も
興
味
あ
る
問
題
に
建
せ

(
二
)
同
種
同
量
の
貨
物
が
爾
枇
舎
に
於
て
生
産
せ
ち
る

総

総
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雑

総

さ
一
一
凡

、
、
、
、
、
、

ぬ

b
。
郎
お
枇
命
日
伎
鑑
の
概
念
が
幾
観
的
分
制
論
の
方
便
と
て
は
凡
て
の
物
の
俊
値
が
祉
舎
に
依
て
定
め
ら
れ
従
て
生

0

0

0

1

h

 

し
て
利
用
せ
ら
る
¥
ア
7ζ
之
れ
な
A
ノO

此
説
は
寸
自
由
競
産
婆
索
の
優
位
印
私
生
産
物
仁
封
す
る
分
前
宮
定
り
る

E
J

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

容
の
枇
舎
に
於
て
も
各
生
産
要
素
は
結
局
其
勤
労
が
祉
曾
疑
を
符
れ
ポ
ノ
。
唯
考
究
を
要
す
る
ほ
第
二
の
推
定
、
印
も
枇

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

 

ド
貢
献
し
大
る
丈
け
の
分
前
を
受
く
し
F
ζ

説
く
者
に
し
て
舎
債
依
の
概
念
を
非
共
産
枇
舎
に
迄
及
ぼ
コ
ん
と
す
る
の

業
精
液
の
論
泌
は
グ
ブ
}
グ
、
グ
ヰ
!
ザ
ー
に
始
ま
I

り
現
可
否
如
何
に
あ

6
0
勿
論
償
低
に
捌
ず
る
根
本
的
理
絵
は

ヂ
ス
ト
リ
ピ
ユ
シ
ヨ
ン
オ
プ
占
Y
X
ル
ス

人
(
プ
カ
!
グ
ア
l
品

の

叫

分

配

論

L

最
も
普
く
此
傾
向
一
枇
舎
組
織
の
如
何
を
問
は
ポ
趨
周
せ
ら
る
h
者
な
れ
ば
、

を

代

表

す

。

共

産

駐

舎

現

象

の

掛

究

が

一

般

鰹

納

税

象

研

究

の

基

礎

と

経
怖
感
組
織
の
上
よ
t
り
見
て
此
設
の
重
姿
な
る
は
生
産
し
て
甚
だ
布
裂
な
る

E
明
な
よ
ツ
。
然
れ
共
混
同
人
の
決
せ
ん

要
索
の
枇
命
日
債
依
を
以
て
分
配
を
説
明
し
、
煩
疎
援
維
な
と
欲
す
る
は
此
梼
究
が
果
し
て
自
由
競
争
的
社
合
に
於
け

る
代
償
の
問
題
を
避
け
ん
と
す
る
に
あ

b
。
一
般
舎
僚
伎
の
る
分
配
を
究
会
仁
王
か
闘
に
説
明
し
得
る
や
如
何
に
あ
ム
リ
0

概
念
は
資
は
此
迎
を
論
甘
ん
が
斜
め
仁
家
出
せ
ら
れ
北
る
前
掲
の
諸
患
者
は
奇
妙
な
る
方
絡
に
由
J

り
て
此
調
和
を
鼠

か
の
劉
あ
・
6
0
其
椛
設
の
第
一
歩
紘
共
産
一
枇
合
仁
於
け
る
〉
ふ
ん
と
せ

b
o
印
も
彼
等
以
…
枇
命
同
僚
依
の
概
念
を
許
す
・
可

経
憐
税
象
を
説
明
し
、
次
に
非
怯
』
ハ
産
枇
舎
の
現
象
唱
本
質
一
・
砕
し
共
産
枇
命
日
仁
非
共
産
一
枇
舎
の
特
徴
食
る
生
産
要
素
の
私

に
於
て
は
之
れ
1
ζ

異
な
ら
ヂ
阿
一
の
定
理
が
一
問
者
に
趨
周
一
有
|
|
地
主
資
本
家
|
|
競
争
等
の
観
念
を
綿
入
し
て
以

J

せ
ら
る
可
を
を
示
ず
に
あ
t

り
(
例
ヘ
ば
グ
ラ
l
グ
分
配
論
一
て
貨
財
が
一
枇
合
債
依
に
支
配
せ
ら
れ
て
個
人
聞
に
介
配
せ

の
第
三
章
愈
郎
、
謀
者
註
)
之
れ
に
依
て
一
方
経
締
行
錯
を
ア
り
る
h

乙
と
む
示
コ
ん
?
に
せ
t
り
。
然
れ
共
之
れ
明
に
現
存

指
導
す
る
原
則
と
し
て
…
枇
令
位
低
を
得
、
他
方
仁
於
て
拡

J

ず
る
総
隣
組
織
の
叙
述
仁
非
ホ
ノ
。
自
由
競
宇
が
行
拡
れ
て

白
山
競
争
枇
舎
の
事
物
を
よ
F

り
、
明
瞭
仁
現
解
し
得
可
し
而

hvg耽
舎
が
上
鴻
の
如
く
組
織
コ
れ
大
る
場
合
に
事
物

と
な
す
な
r
り
。
倒
よ
y

り
此
第
一
歩
'
印
も
共
産
的
駐
合
ド
於
は
正
に
然
か
あ
る
可
し
1c数
ふ
る
の
払
u

結
論
は
若
し
日
山
口

-、
F

‘
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、
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出
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ぜ
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電
げ
U
V叶

5
4
6
2日
eH25Mりも
F330

人
が
コ
似
合
的
利
用
曲
線
』
な
る
も
の
を
推
定
せ
ば
其
場
一
一
一
問
機
に
宛
て
は
ひ
る
省
、
若
し
彼
等
に
し
て
各
個
自
利

合
の
枇
舎
は
共
庄
一
枇
舎
に
し
て
個
人
が
地
代
利
子
を
受
く
を
字
以
ば
結
局
其
分
配
紋
態
拡
競
知
す
可
ら
か
る
な
1

り
o

る
乙
と
な
く
、
叉
地
代
利
子
の
支
搬
は
る
、
場
合
に
は
枇
只
一
つ
問
題
の
決
定

3
れ
得
る
場
合
ゐ

6
0
殺
し
三
附
間

合
俄
組
忍
る
も
の
な
く
し
て
個
人
保
値
の
み
存
在
す
と
云
が
其
各
自
の
利
誠
仁
非
ヂ
し
て
総
慨
仰
も
枇
合
最
大
の
焔

ふ
に
あ
J

り

。

日

比

を

計

る

時

は

彼

等

の

分

前

は

決

定

す

可

し

、

両

h
p

活
此

閥
、
以
上
論
ホ
/
る
所
仁
在
て
分
間
論
が
俄
値
論
に
依
ら
枇
舎
は
共
産
枇
舎
の
特
徴
を
変
説
す
る
乙

2・7
ζ

な
λ
ツ
枇
曾

-JT
代
伎
の
班
治
仁
依
て
の
み
附
明
せ
ら
ゐ
?
と
明
な

-ho

償
低
の
概
念
に
基
く
感
設
は
'
側
人
債
依
推
定
の
下
仁
悲
し

故
如
何
t
乙
一
五
ふ
に
今
仮
に
地
主
、
資
本
家
、
労
働
者
を
相
競
た
ゐ
と
異
な
る
結
mm
に
導
〈
乙
と
を
一
市
す
に
止
ら
ん
。
然

争
せ
か
』
ゐ
三
附
憾
と
見
よ
。
然
れ
ば
地
代
、
利
子
、
資
銀
は
る
に
訴
を
な
す
者
あ
人
ソ
、
究
会
な
る
自
由
競
争
の
制
皮
の

各
一
一
闘
機
悶
の
交
換
の
結
果
却
も
代
僚
と
な
す

t
を
俗
、
一
下
に
於
て
拡
各
人
は
其
一
枇
曾
仁
一
夜
献
し
芋
'b
丈
け
を
抑
制
酬

而
し
て
此
結
果
な
る
代
償
論
の
数
ふ
る
如
く
不
決
定
の
者
と
し
て
受
け
、
枇
曾
自
身
の
窓
識
行
匁
が
溺
ら
す
所
と

に
し
て
浬
論
拡
代
償
の
溶
つ
可
を
上
下
の
限
界
宏
定
ひ
る
同
一
の
結
果
を
得
可
く
物
の
赴
合
的
限
界
利
用
を
定
め
、

号
、
五
硲
に
幾
何
の
紡
仁
於
て
決
す
る
や
は
告
げ
能
は
や
C

各
人
が
最
大
の
利
益
、
乞
受
く
可
を
一
様
仁
分
間
を
行
は
し
れ
U

る
な
よ
リ
。
此
場
合
各
制
慨
は
共
生
産
要
素
を
一
定
の
皮
に
可
し
。
一
仰
し
て
矯
め
に
非
共
産
枇
舎
内
の
分
間
を
枇
合
的

従
て
評
償
し
得
る
を
以
て
土
地
資
本
傍
働
に
封
ず
る
利
用
曲
線
を
以
て
表
叶
い
す
を
得
可
く
叉
分
配
は
償
低
の
現
象
に

限
界
利
用
は
定
れ

-b、
而
か

4
其
代
償
は
決
定
せ
歩
従
て
由
て
説
明
せ
ら
る
可
し
ー
ι。
然

b
o
喰
次
の
注
意
乞
以
て

生
産
物
分
配
仁
到
す
る
分
前
以
足
、
ま
ら
か
」
る
な
よ
ツ
o
見
る
此
設
に
封
ず
る
?
?
と
を
要
す
。

可
し
貨
財
の
分
配
は
俊
敏
仁
非
ポ
ノ
し
で
先
づ
代
償
仁
闘
す
(
い
)
競
争
仁
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ

-rv心
者
は
債
依
仁
非

巾
切
る

E
を
。
備
叉
仮
令
枇
舎
が
自
ら
償
値
剣
定

dZな
し
之
を
ふ
や

J

し
て
代
債
な
L
リ
。
僚
組
は
己
じ
以
前
仁
決
定
す
。
故

雑

・ z
L ~・‘今、、 λ

i 一‘

e 畦

" 

‘ ，  

総
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雑

に
若
し
枇
舎
償
低
の
・
概
念
を
非
共
産
枇
舎
に
燃
用
し
叉
定
す
o

之
れ
と
同
b
く
生
産
婆
棄
に
封
ず
る
一
枇
食
中
品

分
配
を
支
配
す
る
枇
合
的
限
界
利
用
な
る
者
を
想
定
し
小
の
利
用
料
生
産
物
の
分
配
を
決
定
す
と
一
五
ふ
を
得
。
此

得
可
じ
と
す
れ
ば
其
拡
唯
代
償
現
象
あ
る
仁
由
ゐ
。
非
の
如
き
利
用
之
れ
を
名
け
て
枇
曾
的
限
界
利
朋
と
一
五
ふ
も

共
産
祉
舎
の
税
象
を
明
仁
せ
ん

E
欲
せ
ば
撲
然
つ
一
枇
命
日
不
可
な
し
u

官
ハ
此
は
枇
合
的
利
用
曲
線
よ
J

り
得
た
ゐ
者
仁

的
評
似
し
を
一
五
け
い
歩
し
て
代
僚
を
研
究
す
る
の
夢
、
あ

6
0
非
ホ
，
，
、
或
時
偶
然
限
界
貿
子
文
ん
賀
子
、
北
I

り
し
側
人
の
利

(
λ
)谷
生
産
要
素
の
受
く
る
所
は
英
勤
勢
の
線
機
償
低
周
な
れ
ば
之
れ
を
個
人
仁
胤
到
し
限
界
利
、
周
み
る
と

M
b意

仁
由
ら
や
ノ
し
て
プ
ィ
ッ
γ
ヤ
}
の
所
尚
利
用
仮
位
、
邸
ち
味
仁
於
て
祉
命
目
的
限
界
利
則
と
一
五
ふ
の
不
可
な
る
や
明
な

戒
人
、
が
一
定
量
に
一
於
て
頁
る
生
産
要
素
の
枇
合
的
利
用
一
'
p
o
巳
仁
然

6
0然
れ
ば
此
限
界
利
用
は
代
償
論
仁
代
1
9
て

の
成
果
に
出
る
o

一
也
苓
物
を
説
明
す
る

E
能
川
い
-JFo
叉
一
枇
舎
の
欲
的
…
…
充
足
一
が
幾

(
は
)
共
産
枇
舎
に
於
け
ふ
が
如
く
非
共
産
枇
舎
に
於
て
…
仰
の
鮪
迄
達
し
大
る
や
主
訴
す
乙
v
乙
能
川
い
な
る
は
索
ょ
、
り

も
卒
絡
は
最
大
の
織
足
の
鮪
に
於
て
定
士
ゐ
T
と
岡
県
忍
A
ツ
エ
共
所
な
よ
リ
。

I
P

し
縦
、
共
は
各
々
輿
へ
ら
れ
た
る
依
件
の
下
に
於
け
る
一
最
後
に
一
お
は
ん
之
等
の
限
界
利
用
を
過
賞
す
る

t
勿
れ

最
大
一
の
補
足
な
る
乙
と
左
認
す
可
し
o

而
し
て
非
共
産
…
之
は
或
意
味
に
於
て
代
債
を
決
定
す
れ
共
、
代
償
は
講
生

一
枇
舎
内
仁
一
於
け
る
係
件
と
し
て
は
先
づ
奥
ヘ
ち
れ
ち
ゐ
一
産
要
素
の
幾
何
島
長
生
産
仁
川
供
叫
に
ら
る
可
き
や
を
定
む
ゐ

官
の
分
配
ゐ
ム
ツ
O

分
配
論
に
就
て
も
巴
に
輿
〈
ら
れ
花
…
を
以
て
生
産

J

県
奈
の
限
界
利
用
を
定
む
る
者
と
一
万
ふ
L
し
わ
孔

る
宮
の
分
配
は
量
大
な
る
閥
係
を
有
す
、
而
し
て
之
れ
一
得
、
要
す
る
に
呉
川
町
一
は
一
祉
曾
内
の
財
の
各
個
人
仁
川
到
す

代
償
現
象
の
研
究
仁
よ
よ
り
て
知
ら
得
、
可
を
の
み
o

る
分
量
、
僚
組
代
債
の
相
互
作
用

J

乞
明
確
仁
認
識
す
る
乙

東
仁
論
ヂ
可
守
二
，
欧
州
あ
よ
リ
o
或
財
に
鈎
す
る
一
世
令
中
と
仁
よ
っ
て
得
ち
る
o

凡
て
之
等
は
相
五
に
影
響
し
相
互

の
最
小
の
利
用
拡
谷
財
、
が
市
場
仁
て
文
掛
川
い
る
L
額
を
決
仁
関
係
す
。
四
つ
の
祉
合
的
限
界
利
用
が
代
債
を
定
む
と

i
i一豊
富
防
署

g霊
鞠
劉
留
品
開
認
智
司
司

3
3著
書

3
3母
調
関
誌
溜
鼠
司
書
縄
問
時
現
潟
対
辺
け
は
間
関
詩
司
3
3
3
3晃
司

3
3

-

i 、見

， 
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は
人
の
守
口
ふ
所
な
る
が
限
界
以
内
の
個
人
の
利
用
が
代
償

決
定
に
無
関
係
な
る
に
非
常
/
代
僚
は
凡
て
の
人
の
協
働
作

用
仁
依
て
決
定
す
ふ
な
y

り
o

以
上
越
ん
か
る
所
に
よ
っ
て
壮
合
的
分
配
&
充
分
仁
説
明

せ
ん
に
は
代
僚
の
珂
論
生
紋
く
可
か
ら
歩
而
し
て
代
依
の

却
論
は
個
人
俄
般
を
基
礎
と
す
る
滋
な
る

E
明
白
な

b
o

五
、
以
上
余
は
先
づ
個
人
的
研
究
法
の
正
し
を
、
と
を
宜

し
、
非
共
産
一
般
舎
に
あ
ιリ
て
は
一
批
合
償
値
…
枇
合
的
、
欲
盟
の

概
念
乎
貨
に
越
感
心
に
な
る
F
V
'

・
を
述

b

ぶ
る
と
岡
崎
に
叉
一
枇
舎

が
個
人
の
一
詐
償
仁
成
扱
影
響
を
反
ぼ
じ
之
を
均
一
仁
一
泣
か

ち
し
む
る
の
大
事
貨
を
示
す
紘
一
枇
命
同
僚
値
の
功
な
る
を
論

b
叉
此
概
念
が
共
産
祉
舎
の
併
究
に
紋
く
可
ら
w
d

る
宥
な

る
を
一
お
び
、
或
る
俄
恕
の
下
に
此
概
念
、
を
非
共
産
枇
舎
の

研
究
に
路
用
ず
る
の
利
認
を
述
べ
文
t
り
o

唯
此
場
合
に
於

て
件
の
概
念
紘
術
日
比
な
る
山
梨
貨
の
叙
越
な
ム
ヅ
】
乙
一
五
ふ
乙
と

を得、寸断，
t

、
且
つ
此
場
合
一
枇
舎
の
産
業
が
一
枇
合
自
身
之
を
指

導
す
る
場
合
と
同
一
の
結
果
を
生
安
る
三
一
斉
ふ
似
奨
な
ら
-

歩
、
此
感
説
よ
y

り
し
て
批
何
等
競
争
的
制
度
を
蹄
践
す
可

絡
を
結
論
を
非
一
世
安
、
岡
崎
に
他
方
k
於
て
代
償
論
仁
依
ら

-F 、d
、
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総

2
5
0・一

み
少
し
て
此
設
の
み
を
以
て
分
配
を
説
明
す
る
の
不
可
能
な

る
を
論
b
北

b
、
郎
も
予
は
現
在
の
綬
線
引
現
象
研
究
絡
は

E
蛍
な
よ
ツ
と
の
結
論
を
得
た
ん
O

附
吉
本
論
筆
者
γ
ユ
ム
ペ
!
タ

1
氏
以
新
進
経
憐
皐

者
中
純
潟
論
に
於
て
近
来
最
も
卓
踏
の
研
究
を
設
け

に
せ
る
人
に
し
て
、
本
論
は
氏
が
意
見
の
被
慨
を
叙

し
た
る
"
も
の
と
見
て
可
な
る
・
も
の
な
t

り
。
小
泉
沼
の

諜
交
は
明
暗
山
品
交
な
れ
ば
僅
が
仁
字
句
の
修
涯
を
施

し
た
る
の
み
に
て
設
仁
掲
げ
大
1
9
0

本
論
論
ポ
J

る
所
は
分
配
論
の
根
本
間
憾
に
し
て
叉
大

同
時
に
社
合
主
義
の
感
謝
枇
宮
川
刈
定
す
る
に
制
限
く
可
ち

念
る
大
問
題
な
よ
ソ
。
郎
も
所
謂
夜
間
y
z
o
p
ω
J
H
1
r
o一。

育
O
仏
口

3
0同

V
-
E
-
(労
働
会
牧
論
)
の
主
張
は
現
時

の
祉
舎
に
於
て
苦
行
は
る
、
必
ル
ア
し
毛
秘
有
財
産
制

度
宮
殿
ず
る
を
婆
せ
中
少
し
て
、
此
の
窓
味
に
於
け
る

守
正
脅
張
る
分
配
』
ヘ
各
人
必
ず
壮
一
勢
に
蜘
叫
す
J
Q

ゐ
…
債

を
受
く
)
行
は
る
可
し
と
の
…
都
政

4

・
者
の
議
論
の
謝
勝

れ
る
乙
之
を
明
示
す
る
こ
1
f
『
是
な

6
4自
由
競
争
し

と
口
紅
舎
債
総
』
と
拡
到
底
爾
ま
す
可
か
ら
ゆ
y
、
私
有

… ニュ
ー一-..... 
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財
産
の
枇
曾
は
亦
個
人
債
依
よ

b
出
立
す
る
の
み
に
，

し
て
、
議
・
一
括
は
物
侵
(
代
償
)
成
定
の
理
法
の
文
聞
を

脱
す
る
能
は
も
d

る
唱
の
な
t

り
と
は
ジ
ユ
氏
主
張
の
骨

子
な

6
0
従
て
八
万
配
論
の
研
究
は
依
然
と
し
て
自
由

競
争
を
皮
外
脱
す
可
か
ら
?
と
の
結
論
を
得
、
食
る
も

の
な

6
0

予
は
ジ
ユ
氏
の
此
設
は
大
憾
に
於
て
動
か
し
難
を
唱

の
な
ι
り
と
思
考
す
。
而
し
て
一
枇
合
主
義
即
論
中
特
仁

傍
働
金
牧
論
に
就
て
窓
前
の
研
究
を
企
て
北
る
ア
y

t

ト
シ
、
メ

y
y
l
氏
の
設
も
亦
北
私
有
財
産
の
祉
舎

に
於
て
吋
傍
働
金
収
機
』
の
費
税
し
難
を
乙
、
と
を
主
張

す
る
を
凡
て
も
、
念
々
然
る
そ
問
ゅ
は
も
C

る
を
伺
怖
か
』
る

なよリ
o
n
怠
れ
予
が
小
泉
沼
を
附
燃
は
し
た
る
所
以
な
ん
/
O

(
編
回
徳
三
託
す
)
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櫓

年庁

ロ‘'a炉i司

-
〉
口
内
口
ωけ
切
、
日
げ
O
M

序

医

名

女

史

悲

訟
は
う
た
ヒ
つ
を
霊
感
代

ゴ
A
q
z
f」』
J

一

1
J
U，
to'M准

Hnヨ
磁

ロ
ロ
的
印
ロ
ハ
}mw.0ωnr
…
の
ど
の

ο…
口
内
吋
〉
叶
ぴ
仏
R
A
H
μ
)

ヨ

己

苓

』

ム

5
4
4
4

E
m
m
m
p

ん
冗
二
一

延
着
獅
逃
雑
誌
の
新
著
紹
介
関
に
ペ

I
ペ
ル
が
ふ
一
淡
路
の
如

を
一
舎
を
れ
伐
に
し
大
と
あ
る
.
わ
ら
此
一
般
合
主
義
の
論
容
は

叉
何
わ
・
奇
抜
な
専
を
…
五
ふ
の
だ
ら
う
と
思
っ
て
早
速
一
本

営
紙
t

り
寄
せ
て
九
大
尤
も
ペ
!
ペ
ル
の
蒋
婦
人
E
C
社
合
主

設
な
る
本
は
頗
る
符
名
な
る
活
の
で
あ
る
か
ら
余
は
滋
に

此
新
悲
鳴
読
ん
で
見
る
試
に
な
っ
花
の
で
あ
る
然
る
に
謎

ん
マ
見
る
之
ペ

i
ペ
ル
の
強
制
で
な
く
し
て
資
は
ペ

i
ペ
ル

の
序
で
あ
っ
大
。

此
匿
名
女
史
の
談
れ
で
あ
る
わ
は
知
る
専
を
得
な
い
乍
然

書
中
の
模
様
マ
は
洩
太
利
の
綿
入
の
様
に
見
へ
る
此
女
の

的
尖
ー
に
一
五
ふ
の
拡
大
の
飲
悩
家
で
飲
め
ば
必
ポ
ノ
母
を
打
っ
と

新
著
批
蹴
昨

J

溺
ふ
厄
介
者
で
叉
母
は
無
激
宵
な
女
品
、
も
の
つ
允
わ
ら
家
路

に
鶏
み
な
ど
公
ふ
事
は
全
然
な
く
常
に
峨
峨
・
を
以
て
術
K

3
れ
居
つ
北
但
し
此
爾
人
の
意
見
の
一
致
し
松
紡
は
只
一

つ
あ
つ
な
犬
拡
閥
-
家
が
子
供
に
北
日
逝
数
・
育
を
強
制
す
る
の

は
不
必
要
で
認
可
奇
は
只
雨
親
の
み
が
よ
く
所
決
し
得
る

の
で
あ
る
而
し
て
お
娘
の
如
を
は
家
が
貧
悶
で
あ
る
が
ち

感
校
ヘ
出
す
よ
ん
は
却
て
工
場
ヘ
で
も
過
は
し
て
賃
銀
を

之
ら
せ
る
が
瀦
営
で
子
供
を
議
感
3
せ
ぬ
と
て
罰
金
を
同
視

す
る
が
'
加
を
は
杓
子
定
規
の
慮
設
で
あ
る
よ
」
云
ふ
批
判
の
み

で
あ
っ
士
、
収
て
不
和
ー
し
賛
悶
ー
に
の
問
に
育
つ
セ
此
娘
ば

到
底
・
一
本
一
蹴
な
み
一
円
品
己
管
、
は
な
か
っ
文
が
問
沿
も
な
〈
尖
拡
不

養
生
の
潟
仁
死
ん
で
呉
葬
式
の
際
に
川
品
川
の
・
喪
服
を
借
ん
/
〈

仏
波
大
崎
M
W
却
て
幸
一
臓
に
戚
b
て
陀
依
せ
版
文
い
ECmω

つ
ωふ

と
自
白
し
て
防
相
る
の
は
境
遇
の
錦
之
紋
い
ヘ
乍
ら
資
に
浅

ま
し
を
次
第
で
あ
る
此
尖
の
死
後
は
母
が
工
場
ヘ
諮
っ
て

共
子
一
つ
で
球
人
の
子
供
を
養
ふ
の
で
此
娘
川
市
徒
食
し
て

ほ
治
る
諜
に
行
h
v

、
下
位
か
に
八
歳
に
し
て
女
主
と
し
て
工
場

ヘ
入
る
専
に
な
っ
食
之
が
然
に
毎
日
規
則
一
止
し
く
滋
感
ず

る
事
は
出
家
安
鈴
b
M附
席
が
多
い
の
品
じ
・
滋
一
母
拡
散
総
M

不
行
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